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各      位                         

会 社 名   株 式 会 社  高 岳 製 作 所                

代 表 者 名  取 締 役 社 長  櫻 井 鴻 臣     

(コード番号 6621東証･大証･名証第１部) 

問合せ先   取締役経理部長 松本 真一           

         （TEL．03－4284－5700） 

 

平成２０年３月期中間及び通期業績予想修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１９年４月２７日の決算発表時に公表した平成２０年３月期の  
中間及び通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成２０年３月期中間業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 
 
 
(連結)                                 （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 19,700 △700 △750 500 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 19,846 △397 △402 △679 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 146 303 348 △1,179 

増 減 率            （％） 0.7 － － － 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 3 月期中間） 

19,684 21 52 △151 

 
 
(個別)                                  （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 17,740 △680 △280 1,050 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 17,831 △521 △117 △301 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 91 159 163 △1,351 

増 減 率            （％） 0.5 － － － 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 3 月期中間） 

17,316 △221 101 △24 

 
 
 
 
 
 
 
 



２．平成２０年３月期通期業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 
 
(連結)                                   (単位:百万円,%) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 46,400 1,200 1,000 1,100 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 44,100 170 60 900 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,300 △1,030 △940 △200 

増 減 率            （％） △5.0 △85.8 △94.0 △18.2 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 3 月期） 

50,164 2,311 2,317 1,100 

 

(個別)                                   (単位:百万円,%) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 41,300 800 1,100 1,400 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 39,450 0 300 1,300 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,850 △800 △800 △100 

増 減 率            （％） △4.5 － △72.7 △7.1 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 3 月期） 

44,913 1,844 2,162 1,141 

 

３．業績予想修正の理由 

（１） 中  間 

連結および個別の売上高、営業利益、経常利益は、当初予想を若干上回る見込みです。 

なお、中間純利益は、名古屋東工場売却益の計上が下期になったことにより、当初予想と比べ

て減少する見込みです。 

  

 （２）通  期 

    本年７月に発生した新潟県中越沖地震により、東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所は現在

原子炉を含めた詳細な点検のため発電が停止した状態となっているのは周知の通りです。その

影響により連結および個別の売上高は、減少する見込みです。 

    営業利益、経常利益につきましては、売上高の減少に加え原材料価格が当初予想より上昇した

ため、減少する見込みです。 

    当期純利益につきましては、経常利益の減少により当初予想より減少する見込みです。 

         

 

以  上 

 


